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平成23年度第10回大阪府河川整備委員会　議事概要
日　時
：平成24年3月21日（水）9:30～11:50
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀委員長、石田委員、下村委員、田中丸委員、中嶋委員、中谷委員、野呂委員、福田委員、道奥委員

　計９名　（欠席：多々納委員）

結　論


概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 一級河川前川の治水手法案について
○今回のケースは、府管理区間と市管理である準用河川区間の氾濫域が連担している場合、府と市の管理界にとらわれず、準用河川区間の治水効果も視野に入れた検討が必要であることを教訓として示した事例であり、今後、他河川の同様なケースの検討にも活かしてもらいたい。
○治水手法は河道改修（掘削）案で了承。
(2) 淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画（変更素案）について
○内水域、外水域の記載内容等について混乱を招くため、寝屋川流域での取り扱いの明記等、表現を工夫すること。
○防災対策を進める上で、流域市も流出抑制の指導等のみならず、水防活動では重要な役割を担うことから、市が積極的に住民との防災対策に取り組むことを促すような表現を整備計画にしっかりと記載すべき。
●ご指摘の点を踏まえ、記載表現を工夫する。
　　○河川整備委員会と寝屋川流域協議会の関係について教えてもらいたい。
●流域協議会は、水害の防止や良好な水環境の創造のため、府、流域11市及び国交省といった行政により組織されており、河川整備委員会とは、上位・下位といった関係性ではなく、２つの柱として、寝屋川流域の治水、水環境の改善等を推進するものであることから、本委員会においても適宜情報提供させていただく。
○P37表2.12にある「多自然型浄化」の表現は、最近は使用していないので修正した方が良いのでは。
●ご指摘の点を踏まえ、「多自然浄化」に修正する。
○同表では、古川以外にも上流域や中流域で、ダイオキシン対策を今後検討する事項との誤解を生むので、表現を修正願いたい。
○同表のブランクについて、環境や景観に配慮した整備を実施しないように感じられるため工夫願いたい。
○河川情報の提供に関する事項において、これから取り組むことを主に記載しているが、“これまで既に取り組んでいること”、“今後さらに取り組むこと”を色分けし、進展が示せるよう表現を工夫願いたい。
○河川整備計画（変更素案）について、概ね了承。ただし、住民意見の聴取については、本日の委員意見を踏まえて修正し、再確認後に実施すること。
(3) 大川水系河川整備計画（原案）について
○住民意見に出てくる橋梁等については知名度が高いと考えられるので、位置図に追加頂きたい。
○「過去の洪水被害については、地元の方の体験談をよく聞いてほしい。」との意見があるが、具体的には。
●意見の趣旨は２点あり、過去の被害が大きい南海橋付近の早期改修要望と、避難計画の立案に際しては、体験談に基づく地域特有の情報を役立ててもらいたいとの意図もあり、この点について今回修正している。
○維持管理面で、堆積土砂状況の定期的な調査と計画的な撤去について、もう少し詳しく説明して欲しい。
●府内の全河川を対象に、5年に一回調査している。撤去については、河道断面の阻害率が2割を越えると、撤去することとしているが、地先の危険度が高い区間に関しては、2割未満でも撤去することも考えている。

○住民説明会に参加された地域のキーパーソンの方々が、地元自治会等での様々な機会を通じて河川整備計画の内容を地域で伝えていくことが大切であり、今後も引き続きそのように働きかけていただきたい。
○河川整備計画（原案）については了承。
一級河川前川の治水手法案について


治水手法は河道改修（掘削）案で了承。


淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画（変更素案）について


河川整備計画（変更素案）について、概ね了承。ただし、住民意見の聴取については、本日の委員意見を踏まえて修正し、再確認後に実施すること。


大川水系河川整備計画（原案）について


河川整備計画（原案）については了承。








